
② 学習指導要領の内容からみた傾向 

 

 

 

 

 

 

１．調査の対象と調査内容 

校 種 対 象 教 科 調査方法 調 査 日  

小 学 校  第６学年児童  国語・算数・理科 
悉皆
しっかい

調査 
令和４年 

４月１９日（火） 中 学 校  第３学年生徒  国語・数学・理科 

次の①と②を一体的に問う調査問題 

① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠であり

常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能 等 

② 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・

改善する力 等 

２．生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

① 児童生徒に対する調査～学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査 

② 学校に対する調査～指導方法に関する取り組みや人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査 

 

 

 

 

１．教科に 

関する 

調査 

 
 
 

国 語 算 数 理 科 

言葉の特徴や使い
方 

道・全国を上回
る 

数と計算 
道を上回り、 
全国を下回る 

「エネルギー」 
領域 

道を上回り、 
全国と同じ 

我が国の言語文化 
道を上回り、 
全国を下回る 

図形 
道・全国を下回
る 

「粒子」領域 
道・全国を上回
る 

話すこと・聞くこ
と 

道を上回り、 
全国を下回る 

変化と関係 
道を上回り、全
国を下回る 

「生命」領域 
道・全国を上回
る 

書くこと 
道・全国を下回
る 

データの活用 
道・全国を下回
る 

「地球」領域 
道・全国を上回
る 

読むこと 
道・全国を下回
る 

 

① 小学校各教科の平均正答率（％） 

６年生 ３５５人 

 国 語 算 数 理 科 合 計 

北 斗 市 ６４ ６２ ６４ １９０ 

北 海 道 ６４ ６１ ６３ １８８ 

全 国 ６５.６ ６３.２ ６３.３ １９２.１ 

道 と の 差 ０ ＋１ ＋１ ＋２ 

全国との差 －１.６ －１.２ ＋０.７ －２.１ 

 

この調査は、文部科学省が全国の児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実施しています。 

しかし、調査は実施教科が小学校・中学校ともに限られた教科のみで、学習指導要領の内容全てを網羅するものでは

ありません。ですから、結果は、児童生徒が身に付けるべき学力の一部分であることや学校における教育活動の一側面

に過ぎないことに留意する必要があります。この結果のみで、学校や児童生徒を評価できるものではありません。 

また、北斗市教育委員会では、例年同様、市全体及び中規模・大規模の小中学校の調査結果のみ公表いたします。 

今後も、北斗市の学校は、保護者、地域と一体となって学力向上や学習環境の整備に取り組んでまいります。ご理解

とご協力をお願いいたします。 

北斗市教育委員会 

令和４年度 北斗市立小・中学校 全国学力・学習状況調査の結果をお知らせします 

小 学 校 

※北斗市・北海道の各

教科の平均正答率は国

が公表した整数値 

国語・算数で全国

平均を下回った

が、昨年より差が

縮まっている。 



普段（月～金），１日当たりどれくらいの時間，ゲー

ムをしますか 
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学校の授業時間以外に，普段（月～金），１日当たり

どれくらいの時間，勉強をしますか 
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③「正答数の少ない層」の割合 

 

正答数の 

少ない層 

１４問中 ６問以下 

の児童 

１６問中 ７問以下 

の児童 

１７問中 ７問以下 

の児童 

「正答数の少ない層」の割合は、少ないほど望ましいことになります。今年度、小学校では、「正答数の

少ない層」が、国語で０.１㌽、算数でⅠ.５㌽、全国よりが多くなり、理科で２.Ⅰ㌽少なくなりました。 

２．児童への質問紙調査 

① 学習や生活習慣についての質問 

 

 

 

 

 

 

 

○平日、１時間以上ゲームをしている児童の割合は、全国を１１.５㌽上回りました。しかし、学校の授業

以外に１日当たり１時間以上勉強している児童の割合は全国を４.７㌽上回りました。ゲーム時間は昨年

と同様に長いものの、家庭学習の時間は大幅に改善が見られ（昨年７.２㌽下回る）、日常の生活時間の

使い方に改善がみられます。 

○その他、主な質問における回答 

以下の質問に「当てはまる」と回答した割合（単位：％） 北斗市 北海道 全 国 

ア.自分にはよいところがあると思いますか ３１.９ ３５.８ ３９.４ 

イ.将来の夢や目標を持っていますか ６１.０ ５９.２ ６０.４ 

ウ.いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか ８８.７ ８６.９ ８３.９ 

エ.学校に行くのは楽しいと思いますか ３８.１ ４８.０ ５１.７ 

ア.全国・北海道を下回っていますが、昨年(27.8％)より、向上しています。 

イ.昨年は、全国・北海道を大きく下回っていました(8.8～10.2㌽)が、今年は、両方とも上回っています。 

ウ.毎年、全国・北海道を上回っています。 

エ.全国・北海道を下回っていますが、昨年(32.0％)より、かなり改善がみられます。 
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４時間以上  ３時間以上、４時間未満 

２時間以上、３時間未満  １時間以上、２時間未満 

１時間未満  全くしない 

※北斗市では、必

要最低限の学力を

全ての子どもたち

に身に付けさせる

ため、「正答数の

少ない層」の底上

げを重点とし、そ

の結果として、各

教科の平均正答率

が全国以上になる

ことを目指してい

ます。 

  

1.5多い 0.1多い 

３時間以上 ２時間以上、３時間未満 

１時間以上２時間未満 ３０分以上、１時間未満 

３０分未満 全くしない 

算 数 国 語 理 科 



② 学習指導要領の内容からみた傾向 

３．学力向上の取り組み 

市内各小学校では、それぞれの学校で結果を分析し、実態に合わせた改善に取り組んでいます。 

①わかりやすい授業のために 

・ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業づくり 

・日常生活と学習を結び付けながら解決していくような学習 

・音読の時間の設定 

・教科担任制や少人数指導などにより、授業の質の向上 

・めあての提示や学習過程（授業の流れ）の統一により、学習の見通し

が持てるような授業 

・考えを表現したり、対話的な場面を組み込んだりする授業の展開 

②児童の学習意欲向上のために 

・全校での短作文の取り組みと継続的な校内掲示の実施 

・朝読書、図書館の環境整備、読み聞かせなどによる読書環境の整備・充実 

・体験的な活動の設定 

・基礎的な学力を底上げするための朝学習やサポート学習の実施 

・デジタル教科書、ＡＩドリル、ネットドリルの活用 

③その他の取り組み 

・日記や条件付き作文の取り組み 

・全国学力・学習状況調査問題の解き直しやほっかいどうチャレンジテストの実施 

・Ｚｏｏｍによる学びの保障 

・「確認シート」等による家庭学習の充実 

・全教員で調査問題を解き、気付いた点や授業に盛り込むべき観点を話し合い、授業計画に生かす取り組み 

 

 

１．教科に 

関する 

調査 

 

国 語 算 数 理 科 

言葉の特徴や使い
方 

道・全国を上回
る 

数と式 
道と同じで、 
全国を下回る 

「エネルギー」 
領域 

道・全国を上回
る 

情報の扱い方 
道・全国を上回
る 

図形 
道・全国を下回
る 

「粒子」領域 
道・全国を下回
る 

我が国の言語文化 
道を上回り、 
全国を下回る 

関数 
道を上回り、全
国を下回る 

「生命」領域 
道・全国を下回
る 

話すこと・聞くこ
と 

道・全国を上回
る 

データの活用 
道と同じで、 
全国を下回る 

「地球」領域 
道・全国を下回
る 

書くこと 
道・全国を上回
る 

 
読むこと 

道・全国を下回
る 

 小学校４校の平均正答率(％) 

 国語 算数 理科 合 計 

Ａ ６１ ５８ ６１ １８０ 

Ｂ ６６ ６８ ６６ ２００ 

Ｃ ６３ ５６ ５６ １７５ 

Ｄ ６６ ６５ ６８ １９９ 

※各校の正答率は国が公表した整数値 

① 中学校各教科の平均正答率（％） 

３年生 ３７６人 

 国 語 数 学 理 科 合 計 

北 斗 市 ７１ ４８ ４７ １６６ 

北 海 道 ６９ ４９ ４９ １６７ 

全 国 ６９.０ ５１.４ ４９.３ １６９.７ 

道 と の 差 ＋２ －１ －２ －１ 

全国との差 ＋２.０ －３.４ －２.３ －３.７ 

 

※北斗市・北海道の各教

科の平均正答率は国が公

表した整数値 

昨年は国語・数学の

２教科実施で、両方

で全国平均を上回っ

たが、今年は国語の

みに留まった。 

中 学 校 



普段（月～金），１日当たりどれくらいの時間，ゲー

ムをしますか 

学校の授業時間以外に，普段（月～金），１日当たり

どれくらいの時間，勉強をしますか 
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③「正答数の少ない層」の割合 

 

正答数の 

少ない層 

１４問中 ７問以下 

の生徒 

１４問中 ３問以下 

の生徒 

２１問中 ６問以下 

の生徒 

平均正答率が、全国を下回った理科で、「正答数の少ない層」が全国より少なかったということは、理科

に関しては、ある程度、底上げが図られたと言えます。 

２．生徒への質問紙調査 

① 学習や生活習慣についての質問 

 

  

 

 

 

 

 

○平日、１時間以上ゲームをしている生徒の割合は、83.2%で、全国（71.3%）を１１.９㌽上回りました。

全国が昨年（80.0％）から大きく減少しましたが、北斗市は、昨年の89.1％よりは減ったものの減少幅

が小さく、差が広がりました。また、学校の授業以外に１日当たり１時間以上勉強している生徒の割合

は、60.2％で、全国（69.5％）を９.３㌽下回りました。学習時間に関しては全国も昨年（75.9％）より

減少しましたが、北斗市は昨年（69.0％）より、減少幅が大きく、差が広がりました。引き続き、日常

の生活時間の使い方の改善が望まれます。 

○その他、主な質問における回答 

以下の質問に「当てはまる」と回答した割合（単位：％） 北斗市 北海道 全 国 

ア.自分にはよいところがあると思いますか ４３.４ ３６.２ ３６.０ 

 ＊先生はあなたのよいところを認めてくれていると思いますか ５５.６ ４０.８ ３９.９ 

イ.将来の夢や目標を持っていますか ３９.０ ３９.９ ３９.８ 

ウ.いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか ９２.４ ８４.０ ８２.６ 

エ.学校に行くのは楽しいと思いますか ４１.５ ４１.７ ４５.８ 
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小学校と同様に

「正答数の少ない

層」を減らす取り

組みをした結果、

今年度、中学校で

は、数学で２.６

㌽、全国よりが多

くなりましたが、

国語で０.２㌽、

理科で０.７㌽少

なくなりました。 

  

２.６多い 0.2少ない 0.7少ない 

国 語 数 学 理 科 

４時間以上 ３時間以上、４時間未満 

２時間以上、３時間未満 １時間以上、２時間未満 

１時間未満 全くしない 
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３時間以上 ２時間以上、３時間未満 

１時間以上２時間未満 ３０分以上、１時間未満 

３０分未満 全くしない 



ア.全国・北海道を大きく上回っています。昨年も同様に大きく上回っていました。今年度のみの＊の質

問で、「当てはまる」生徒の割合が、大幅に上回っていることも一因と考えられます。 

イ.ほぼ、全国・北海道と同様です。 

ウ.毎年、全国・北海道を上回っています。 

エ.全国を下回っていますが、昨年(39.6％)より、改善がみられます。 

３．学力向上の取り組み 

市内各中学校では、それぞれの学校で結果を分析し、実態に合わせた改善に取り組んでいます。 

①わかりやすい授業のために 

・生徒による授業評価（アンケート）の実施 

・ＩＣＴ機器やデジタル教科書を効果的に活用した授業づくり 

・習熟度別授業の実施 

・実験や観察などを積極的に行う取り組み 

・授業の始まりで目標を提示し、終わりでまとめや振り返りを実施 

・授業改善チェックシートの活用 

・独自の意識調査アンケートを実施～生徒の学習や生活に対する意識

調査により、授業改善に反映 

・全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた「授業アイディア例」の活用 

②生徒の学習意欲向上のために 

・学習内容と日常生活を関連付けた指導の推進 

・家庭学習の計画をサポートする手立ての実施 

・全員が達成感を持てるような問題の実施 

・授業につながる課題を出し、家庭学習習慣の定着の取り組み 

・考えた過程を「説明する」「解釈する」ことに着目できる授業づくりの推進 

・基礎的な学力を底上げするためのサポート学習の実施 

・解答を説明する活動や、考え方を記述する活動の実施 

③その他の取り組み 

・各種検査・チャレンジテストの実施と結果交流 

・調査問題の振り返り、解き直しの実施 

・条件作文の取り組み 

・授業の最初に小テストを実施 

・生活リズムチェックシートの活用 

・部活動における学習会の実施（会議のための部活動待機の時間など） 

  

 

○ 今年度は、１人に１台整備

されたＩＣＴ端末に関する

質問が重点的に設定されま

した。 

○ 北斗市の小中学生は、全

国・北海道よりも、ＩＣＴ

機器が学習に役立つと考え

ています。 

○各学校では、効果的な活用

に向けて、研究・研修に取

り組んでいます。 

 中学校３校の平均正答率(％) 

 国語 算数 理科 合 計 

Ａ ６８ ４７ ４４ １５９ 

Ｂ ７１ ４６ ４９ １６６ 

Ｃ ７５ ５５ ５０ １８０ 

※各校の正答率は国が公表した整数値 
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○学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使

うのは勉強の役に立つと思いますか。

役に立つ どちらかといえば､役に立つ
どちらかといえば､役に立たない 役に立たない
無回答・その他

１人１台端末の 
活用について 



 

 

〇 昨年の調査で、北斗市の子どもたちは、「ゲーム等の時間が長く、家庭学習の時間が短い」といった課題

が浮き彫りになりました。今年は、小学生の家庭学習に改善傾向が見られましたが、他はまだ課題が解

決されたとは言えません。引き続き、一日の過ごし方、時間の使い方の見直しが必要です。 

〇 しかし、「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」という質問に対しては、毎年、

「当てはまる」と答える児童生徒の割合が、全国・全道を上回っています。また、小学生の質問紙では、

「将来の夢や目標を持っている」「自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしている」などで、全

国・北海道を上回り、中学生の質問紙では、「自分にはよいところがある」「友達と協力するのは楽しい」

などで、全国・全道を上回っています。他にも、昨年に比べ、肯定的な回答が確実に増えています。さら

に、ＩＣＴ機器の活用についても、意欲的と言えます。 

〇 このように、北斗市の子どもたちには、よいところがたくさんあります。そして、何より新型コロナウイ

ルス感染症の勢いも、収まらず、いろいろな制約のある中、子どもたちは前向きにがんばっています。 

〇 各ご家庭、市民の皆さまにおかれましては、そんな子どもたちをやさしく見守り、温かい励ましをしてい

ただきますようお願いいたします。 

 

子どもたちの健やかな成長のために 


